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みんなで守ろう！�

　東温市では、小中学生を対象に、家庭で身近な環境問題に
取り組む『キッズISOプログラム』を実施しています。この
プログラムでは、子どもたち一人ひとりがリーダーとなり、
身近なところから環境について考え、実際に計画をたてて行
動していきます。�
　環境を守ることは、私たち一人ひとりに課せられた身近な
問題です。この環境問題を解決していくためには、毎日の暮
らしのなかで私たちが環境に配慮した行動を心がけ、実践す
ることが求められているのです。�
　青い地球は、かけがえのない命の源。皆さんも子どもたち
と共に、環境について考え、地球に優しく生きてみませんか。�
�

キッズISOプログラムの取り組み���

みんなで守ろう！青い地球�

 

地
球
が
熱
く
な
っ
て
い
る�

 

世
界
で
起
こ
る
異
常
気
象�
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地
球
温
暖
化
の
原
因
と
い
わ
れ
る
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
。
し

か
し
、
本
来
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
、

太
陽
熱
で
暖
め
ら
れ
た
地
球
の
気
温
を
、

生
物
が
暮
ら
し
や
す
い
温
度
に
保
つ
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
こ
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
、

森
林
な
ど
の
樹
木
や
海
な
ど
に
吸
収
さ

れ
る
こ
と
で
環
境
の
中
で
循
環
し
、
大

気
中
で
一
定
の
量
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
１
７
５
０
年
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
産
業
革
命
以
降
、
人
間
は
石
油

や
石
炭
な
ど
の
大
量
の
化
石
燃
料
を
使

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
球
上
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

量
が
増
え
、
現
在
で
は
、
当
時
の
百
倍

以
上
も
の
二
酸
化
炭
素
が
、
毎
年
排
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　�　
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
量
放
出
が
行
わ

れ
た
結
果
、
１
９
０
０
年
か
ら
の
百
年

間
で
、
地
球
の
平
均
気
温
は
０.

６
度

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
干
ば
つ
や
熱
波
の
発
生
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
等
の
氷
河
の
縮
小
な
ど
、
地
球

規
模
で
の
様
々
な
災
害
や
変
化
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。�

　
近
年
で
は
、
２
０
０
３
年
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
記
録
的
な
熱
波
が
襲
い
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
熱
中
症
な
ど
に
よ
り
、
１
万

５
千
人
も
の
人
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
温
暖
化
は
、
生
態
系
に
も
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。�

　
気
候
の
変
化
に
よ
っ
て
生
態
系
が
乱

れ
、
こ
れ
ま
で
そ
の
地
域
に
生
息
し
て

い
た
動
植
物
が
絶
滅
し
た
り
、
干
ば
つ

な
ど
に
よ
り
作
物
が
不
足
し
て
、
世
界

的
な
食
糧
危
機
に
陥
っ
た
り
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に
排
出

す
る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、

地
球
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
問
題
な
の
で
す
。�

キッズISOプログラム�

キッズISOプログラム入門編の進め方�

1
家庭内の電気、ガス、水道の消費量とごみの量
について、まず、現状がどうなっているのか
データを取り、記録します。�

2
どうすれば消費を減らせるか、ごみを減らせ
るかを考え、何を実行に移すか作戦を立てて
自分で宣言します。�

3
作戦の内容を家族全員に呼びかけて実行に
移しながら再度、データ取りをし、記録し
ます。�

4
その結果を、以前のデータと比較し、自分
の考えを評価するとともに、次の目標を考
えます。�

■申し込み方法�
小学校5・6年生は、申し込みの必要はありません。
5年生にはキッズISO入門編を学校からお渡しし
ます。6年生については、実施希望確認を行います。�
①小学3・4年生と中学生は、各学校に申込用紙を
おいていますので、記入して学校に提出してく
ださい。ワークブックは学校からお渡しします。�

②申し込みは、市役所1階生活環境課でも受け付
けします。�

※入門編と初級編(8週間コース)を同時に取り組ん
でもOK！夏休みの自由研究にもおすすめです。�

みんなで守ろう！青い地球みんなで守ろう！青い地球�みんなで守ろう！青い地球�
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キ
ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
家

庭
の
中
で
子
ど
も
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

〈
管
理
〉
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。�

　
家
庭
内
で
家
族
と
一
緒
に
電
力
消
費
、

ガ
ス
消
費
、
水
道
使
用
量
そ
れ
に
ご
み

処
理
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
現
状
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
デ
ー
タ
を
取
り
ま
す
。�

　
次
に
ど
う
し
た
ら
消
費
を
減
ら
せ
る

か
、
ご
み
を
減
ら
せ
る
か
を
考
え
、
何

を
実
行
に
移
す
か
を
自
分
で
宣
言
し
行

動
す
る
の
で
す
。�

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
芸
術
技
術
協
力
機
構
が

開
発
し
、
既
に
、
日
本
・
タ
イ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
韓
国
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
エ
コ
・
キ
ッ
ズ
た
ち

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
始
ま
り
ま
す
。�

　
東
温
市
で
も
平
成
１４
年
か
ら
小
中
学

生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
参

加
し
た
家
庭
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

約
２０
％
削
減
す
る
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み

と
連
動
し
た
「
大
人
の
活
動
」
も
始
ま

っ
て
い
ま
す
。�

　
エ
コ
・
キ
ッ
ズ
た
ち
の
が
ん
ば
り
が

大
人
を
動
か
す
原
動
力
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　�

�

　
気
温
の
上
昇
に
よ
る
干
ば
つ
や
熱
波
、

海
面
上
昇
や
洪
水
。
い
ま
世
界
で
起
こ

っ
て
い
る
様
々
な
異
常
気
象
。�

　
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
く
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
続
け
て
い
る
と
、
２１
世

紀
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、
気
温
が
最
大

５
・
８
度
、
海
面
は
最
大
８０
セ
ン
チ
も

上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
大
量
排
出
を
ど
の
よ
う

に
防
げ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。�

　
例
え
ば
、
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
太

陽
光
の
入
射
を
調
整
し
た
り
、
着
る
も

の
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
冷
暖
房
機
に

頼
ら
な
い
で
過
ご
し
、
冷
暖
房
を
始
め

る
時
期
も
少
し
待
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

平成16年度 キッズISO 14000 プログラム�

地域新エネルギービジョン策定委員会の�
委員を公募します�

大人も負けてはいられません！�

キッズISO国際認証者続 ！々次は君の番だ�
　キッズISOプログラムの入門編をやりとげたエコ・
キッズには、初級編、中級編、上級編が用意されて
います。優秀な環境保全活動と認められた方には、
国連大学、ユネスコ、ISO代表などで構成される「国
際認証委員会」から認定書が贈られます。�

キッズISOプログラムを体験して�
川内中学校　1年　鶴見直子�

　私は昨年の夏休みに、キッズISOの初級編に取り
組みました。電気、ガス、水道の使用量を測り、そ
れを少なくするために無駄な電気を使わないように
したり、お風呂を薪で沸かしたりして努力しました｡
ごみの量も測り、包装紙や雑誌、箱のごみを資源ご
みに回したり、バザーを利用したりして、ごみを少
なくする工夫もしました｡�
　8週間の取り組みで習慣になったことも多く、とて
も有意義でした。その初級編の取り組みが評価され
国際認定を受けることになり、先日、東京の国際連
合大学で認定賞をいただいてきました。全国から
500人の仲間たちが参加しました。ヒンケル学長が
英語で挨拶され、賞状を受け取るときに言葉をかけ
て握手してくださって、とても感激しました。また、
初級認定を受けた友達の実践の発表は、これからの
参考になりました。�
　私たちはエコ・キッズとして、地球環境の改善の
ために自分たちでできることを続けて、この取り組
みが東温市のみんなに広がっていくように学校や
まわりの友達、地域の中にも伝えていこうと思います。�
�

　東温市環境大使として東京で行われた国際認証式に参加し東温市環境大使として東京で行われた国際認証式に参加した
キッズたちが　須賀市長を表敬訪問しました。キッズたちが　須賀市長を表敬訪問しました。�
　東温市環境大使として東京で行われた国際認証式に参加した
キッズたちが　須賀市長を表敬訪問しました。�

みんなで守ろう！青い地球�
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冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
、
暖
房
の

温
度
を
１
℃
低
く
設
定
す
る
と
、
一

世
帯
当
の
年
間
二
酸
化
炭
素
削
減
効

果
は
約
３１
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
世
帯
あ

た
り
の
年
間
排
出
量
に
対
す
る
削
減

割
合
は
０
．５
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
世
帯

あ
た
り
の
年
間
節
約
効
果
は
約
２
，０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど
し
て
待
機
電

力
を
９０
％
削
減
す
る
と
、
一
世
帯
当
の

年
間
二
酸
化
炭
素
の
削
減
効
果
は
約
87

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間

排
出
量
に
対
す
る
削
減
割
合
は
１
．５

パ
ー
セ
ン
ト
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年

間
節
約
効
果
は
約
６
，０
０
０
円
も
な

る
の
で
す
。�

��

　
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
中

で
も
、
化
石
燃
料
な
ど
の
使
用
に
よ
っ

て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
そ
の

約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
を
分
野
別
に
み
る
と
、
工
場
な

ど
か
ら
の
排
出
量
は
横
ば
い
で
す
が
、

自
動
車
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
家
庭
な
ど

か
ら
の
排
出
量
は
２
〜
３
割
も
増
加
し

て
お
り
、
な
お
一
層
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の

排
出
は
、
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
節
約

や
工
夫
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冷
房
や
暖
房
の
温
度
を
一
度
控
え
め
に

設
定
す
る
、
使
わ
な
い
電
気
機
器
は
主

電
源
を
抜
く
、
使
わ
な
い
部
屋
の
電
気

は
切
る
、
電
機
製
品
の
買
い
替
え
の
と

き
に
は
省
エ
ネ
製
品
を
選
ぶ
な
ど
、
で

き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。�

　
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
、
命
の
源

で
あ
る
地
球
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
、
今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
行
動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

����

平成平成16年度年度 キッズキッズISO 14000 ISO 14000 プログラムプログラム�平成16年度 キッズISO 14000 プログラム�
　電気・ガスの省エネ、節水作戦、ごみのリサイクル・
減量化作戦の1週間の結果です。��
1.挑戦したエコ・キッズ…小中学生がリーダー 80世帯�
　　　　　　　　　　　　家族人数　378名�
2.温室ガスの排出削減量…約1.4トン�

地域新エネルギービジョン策定委員会の地域新エネルギービジョン策定委員会の�
委員を公募します委員を公募します�

大人も負けてはいられません！大人も負けてはいられません！�
地域新エネルギービジョン策定委員会の�

委員を公募します�

大人も負けてはいられません！�

　可燃ごみを削減することが、もっともやりやすいこ
とが示されています。それについで電力です。水道や
ガスは子どもが管理できにくく、親へ働きかけて削減
したと考えられます。キッズISO14000プログラム
を全市民が取り組んだと単純に計算すれば、年間
3,320トンのCO2削減が期待できます。�

1．内　　容　地球温暖化対策、循環型まちづくり推進
などの観点から新エネルギービジョン
の策定に関する意見・提言。�

2．任　　期　平成17年7月～平成18年3月まで�
3．開催時期　委員会を4回開催する予定です。�
4．開催場所　市役所会議室�
5．募集期間　6月8日～6月30日�
6．募集委員　市民代表2人以内�
7．応募資格　市内に在住の20歳以上の人で委員会(平

日の日中)に出席可能な人(自薦に限る)�
8．応募方法　直接または郵送で郵便番号、住所、氏名、

性別、職業、電話番号、応募理由に以
下のことを書いて提出してください。�
テーマは「地球温暖化対策のために私
たちにできること」です。�
(400字程度、様式は任意)�
家庭や地域における省エネの取り組み、
地球環境を守る活動状況がわかるもの
があれば、添付してください。�

9．申し込み先　生活環境課　環境対策係�
　　　　　　 （TEL 964－4415）�
�

（％）�
20�

15�
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5�

0
電気� ガス� 水道� 可燃ごみ�

削
　
減
　
率�

　東温市環境大使として東京で行われた国際認証式に参加した
キッズたちが　須賀市長を表敬訪問しました。�

�
電　　気（kWh）�
ガ　　ス（m3）�
水　　道（m3）�
可燃ごみ（kg）�

作戦前量�
10,019�
126.56�
658.54�
977.91

作戦中�
8,315�
119.03�
639.32�
778.40

作戦効果�
1,704�
7.53�
19.22�
199.51

作戦効果CO2換算（kg）�
1,176�
47�
11�
168�
1,402

みんなで守ろう！青い地球みんなで守ろう！青い地球�みんなで守ろう！青い地球�
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身
近
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こ
と
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見
直
そ
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災害に備えて�
“いざ”というときの連絡先�
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�

■
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て�

　
６
，４
３
３
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
丸
１０
年
。
昨

年
１０
月
に
起
き
た
新
潟
県
中
越
地
震
や

今
年
３
月
に
起
こ
っ
た
福
岡
県
西
方
沖

地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
や
思
わ
ぬ

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
、
台

風
や
大
雨
に
よ
る
被
害
も
た
び
た
び
発

生
し
て
い
ま
す
。�

　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
市
町
村
や
防

災
関
係
機
関
は
、
総
力
を
挙
げ
て
防
災

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
し
か
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

防
災
活
動
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

十
分
な
応
急
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
災
害
発
生
時
に
は
、「
自

分
の
生
命
・
財
産
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
セ
ル
フ･

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
心
構

え
と
行
動
が
、
平
素
か
ら
大
切
に
な
り

ま
す
。�

　
災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
り
、
被

害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
に
は
、
地

域
住
民
が
団
結
し
、
組
織
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
す
。�

��

�

■
自
主
防
災
組
織
と
は�

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
に
住
む

住
民
が
平
常
時
か
ら
お
互
い
に
協
力
し

合
い
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
、

自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
任
意
の
団

体
（
組
織
）
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。�

　
地
域
の
方
々
の
合
意
に
基
づ
き
、
自

発
的
に
活
動
を
行
う
と
い
う
意
味
で
、

消
防
組
織
法
に
よ
り
消
防
機
関
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
消
防
団
と
は
若

干
性
格
が
異
な
り
ま
す
。
　�

　
通
常
は
、
町
内
会
や
自
治
会
単
位
で

結
成
さ
れ
ま
す
が
、
法
律
的
に
特
別
な

定
め
は
な
く
、
住
民
の
合
意
に
よ
り
、

役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
運
営
ル
ー
ル

を
定
め
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
組
織
内
に
、
消
火
、
避
難

誘
導
等
の
活
動
を
行
う
実
働
部
隊
が
必

要
と
な
り
、
地
域
の
住
民
が
最
も
効
果

的
に
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
そ
の
規
模
を
決
め
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。�

�

■
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性�

　
大
規
模
地
震
や
大
規
模
な
火
災
や
水

害
な
ど
思
わ
ぬ
災
害
は
、
何
時
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が

発
生
し
た
ら
、
市
町
村
や
防
災
関
係
機

　
災
害
は
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
特
に
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
通
信
や
道
路
交
通
網
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
混
乱
が
生
じ
、
防

災
機
関
の
み
で
は
十
分
に
対
処
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
そ
ん
な
と
き
頼
り
に
な
る
の
が
自
主
防
災
組
織
で
す
。
地
域
の
円
滑
な
防
災
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
を
活
用
し
た
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を�

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を�

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
自
主
防
災
組
織�

：
�

安心・安全な�
　　まちをめざして�



東温市災害対策本部（設置時） ９６４－４４００�
東温市役所  総務課  防災担当 ９６４－４４００�
東温市役所（代表） ９６４－２００１�
東温市消防署  ９６４－５２１０�

　災害が発生し、または発生する恐れのある場合、
市役所総務課内に災害対策本部が設置されます。�

災害に備えて災害に備えて�
“いざ“いざ”というときの連絡先というときの連絡先�

災害に備えて�
“いざ”というときの連絡先�
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関
は
総
力
を
挙
げ
て
防
災
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
そ
の
活
動
が
妨
げ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
十
分
な
応
急
活
動
が
で

き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。�

�

○
道
路
や
橋
の
損
壊
、
建
物
の
倒
壊
等

に
よ
り
道
路
交
通
が
著
し
く
阻
害
さ

れ
る
。�

○
電
話
等
が
不
通
と
な
り
、
被
害
状
況

等
の
情
報
収
集
が
困
難
と
な
る
。�

○
同
時
に
各
地
で
多
数
の
被
害
が
発
生

す
る
の
で
、
防
災
力
が
分
散
さ
れ
る
。�

○
被
災
者
へ
の
食
料
や
生
活
物
資
の
配

分
、
避
難
所
の
管
理
な
ど
様
々
な
行

政
需
要
が
同
時
に
発
生
す
る
。�

○
停
電
や
断
水
に
よ
り
、
防
災
活
動
に

支
障
を
き
た
す
。�

�

　
こ
の
よ
う
な
事
態
の
と
き
、
防
災
機

関
が
、
災
害
発
生
直
後
の
多
数
の
被
災

者
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。�

　
非
常
時
に
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人

が
自
主
的
に
協
力
し
て
、
初
期
消
火
、

被
災
者
の
救
出
・
救
護
、
避
難
誘
導
、

避
難
所
の
運
営
を
行
う
方
が
、
何
も
し

な
い
で
、
防
災
機
関
の
活
動
を
見
守
る

場
合
よ
り
、
地
域
の
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。�

　
災
害
は
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
人
々
の
交

流
を
通
じ
て
地
域
の
安
全
や
防
災
に

対
す
る
関
心
や
意
識
を
深
め
、
自
主

防
災
を
契
機
と
し
て
、
失
わ
れ
が
ち

な
地
域
住
民
の
連
帯
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
、�

愛
す
る
家
族
を
守
る�

た
め
に
…
。�

みんなで防ごう土砂災害�

土砂災害防止月間�
６月１日 ⇒ ３０日�

がけ崩れ防災週間�
６月１日 ⇒ ７日�

家のまわりの危険箇所を
確認しましょう！�

　一瞬にして人命や財産を奪う土砂
災害…。�
　土石流、地すべり、がけ崩れなど、
土砂災害のほとんどは、長雨や大雨
が引き金となって起こります。�
　まさかに備え、私たちの家のまわ
りの危険箇所を点検しましょう。�

　６月は「防災対策強調月間」です。�
梅雨前線や台風などの影響で、大雨
による災害が起きやすい季節です。
　皆さんも、テレビ、ラジオなどの
災害情報に注意し、危険が迫ったと
きにはすぐに避難するなど、災害に
対する警戒を十分に心掛けてください。�
�
　非常に激しい雨が、何時間も同じ
場所に降り続くと、次のような災害
が発生する危険があります。�
◇河川が急に増水・氾濫する�
◇家屋が浸水したり、道路が冠水する�
◇山腹崩壊や地すべり、土石流とい
った土砂災害の発生�

�
　集中豪雨は、次のようなときに発
生しやすくなります。�
◇日本付近に前線が停滞していると
き（特に梅雨期の終わり頃）�

◇台風が日本へ近づいているとき、
上陸したとき�

◇大気の不安定な状態が続き、次々
と雷雲が発生するとき�

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を�

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を�



　
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
戦
没
者
等
の
妻

及
び
父
母
等
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
改
め
て
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
の
皆
様
へ�

〜
特
別
給
付
金
が

〜
特
別
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付
金
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継
続
支
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さ
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続
支
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さ
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ま
す
〜�

〜
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付
金
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継
続
支
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さ
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ま
す
〜�

〜
特
別
弔
慰
金
が�

　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す
〜�
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○
第
１０
回
特
別
給
付
金
「
る

号
」
国
債
を
受
け
ら
れ
た

戦
没
者
等
の
妻
で
、
平
成

１７
年
８
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
権
利
を
有
し

て
い
る
方
に
額
面
１
８
０

万
円
の
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。�

�

○
第
１４
回
特
別
給
付
金「
わ
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没

者
の
父
母
等
で
、
平
成
１７

年
１０
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
又
は
受
け

る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、平

成
１７
年
９
月
３０
日
ま
で
の

間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子

も
孫
も
有
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
方
に
、
額
面
９０
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。�

�

○
第
１４
回
特
別
給
付
金「
を
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没

者
の
父
母
等
で
、
平
成
１７

年
１２
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
又
は
受
け

る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、平

成
１７
年
１１
月
３０
日
ま
で
の

間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子

も
孫
も
有
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
方
に
、
額
面
９０
万

円
の
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。�

�

国 債 種 別�
特別給付金よ号（平15.4.1基準日の新規）�
第4回特別給付金ね号（特別給付金か号の継続）�
第10回特別給付金れ号（第4回れ号の継続）�
第10回特別給付金そ号（第4回そ号の継続）�
第17回特別給付金ち号（第10回ち号の継続）�
第17回特別給付金り号（第10回り号の継続）�
第17回特別給付金ぬ号（第10回ぬ号の継続）�
第17回特別給付金る号（第10回る号の継続）�
第22回特別給付金い号（第17回い号の継続）�
第22回特別給付金ろ号（第17回ろ号の継続）�

国 債 種 別�
第3回特別給付金よ号（平15.4.1基準日の新規）�
第5回特別給付金そ号（平15.4.1基準日の新規）�
第7回特別給付金れ号（第5回れ号の継続）�
第9回特別給付金た号（第7回た号の継続）�
第14回特別給付金か号（第9回か号の継続）�
第14回特別給付金よ号（第9回よ号の継続）�
第16回特別給付金り号（第14回り号の継続）�
第16回特別給付金ぬ号（第14回ぬ号の継続）�
第16回特別給付金る号（第14回る号の継続）�
第16回特別給付金を号（第14回を号の継続）�
第16回特別給付金わ号（第14回わ号の継続）�
第19回特別給付金ほ号（第16回ほ号の継続）�
第19回特別給付金へ号（第16回へ号の継続）�
第19回特別給付金と号（第16回と号の継続）�
第19回特別給付金ち号（第16回ち号の継続）�
第21回特別給付金い号（第19回い号の継続）�
第21回特別給付金ろ号（第19回ろ号の継続）�
第21回特別給付金は号（第19回は号の継続）�
�

請 求 期 間�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成14.10. 1～平成17. 9.30�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成14.10. 1～平成17. 9.30�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成16.10. 1～平成19.10. 1�
平成17. 8. 1～平成20. 7.31�
平成15. 4. 1～平成18. 3.31�
平成16.10. 1～平成19.10. 1

請 求 期 間�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成14.10. 1～平成17. 9.30�
平成15.10.  1～平成18.10. 2�
平成14.10. 1～平成17. 9.30�
平成15.10. 1～平成18.10. 2�
平成16.10. 1～平成19.10. 1�
平成17.12. 1～平成20.12. 1�
平成17.10. 3～平成20. 9.30�
平成14.10. 1～平成17. 9.30�
平成15.10.  1～平成18.10.  2�
平成16.10.  1～平成19.10.  1�
平成17.  8.  1～平成20.  7.31�
平成15.  4.  1～平成18.  3.31�
平成16.10.  1～平成19.10. 1�
平成17.10.  3～平成20. 9.30�

�

平成１７年度において請求を受け付けている特別給付金とその請求期間�
■戦没者等の妻に対する特別給付金�

■戦没者の父母等に対する特別給付金�



〜
特
別
給
付
金
が�

　
　
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
〜�

　
今
年
は
、
終
戦
60
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
「
戦
没

者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
（
昭
和
40

年
法
律
第
1
0
0
号
）
」
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
度
、
戦

没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
し
改
め
て
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ�

〜
特
別
弔
慰
金
が

〜
特
別
弔
慰
金
が�

　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す
〜

　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す
〜�

〜
特
別
弔
慰
金
が�

　
　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す
〜�

広報と広報とうおんうおん  6.1.2005広報とうおん  6.1.2005

○
第
１６
回
特
別
給
付
金「
ち
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没

者
の
父
母
等
で
、
平
成
１７

年
８
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
又
は
受
け

る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、平

成
１７
年
７
月
３１
日
ま
で
の

間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子

も
孫
も
有
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
方
に
、
額
面
１
０

０
万
円
の
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。�

�

○
第
１９
回
特
別
給
付
金「
は
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没

者
の
父
母
等
で
、
平
成
１７

年
１０
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
権
利
又
は
受
け

る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、平

成
１７
年
９
月
３０
日
ま
で
の

間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子

も
孫
も
有
す
る
に
至
ら
な

か
っ
た
方
に
、
額
面
１
０

０
万
円
の
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。�

���

○
支
給
対
象
者�

平
成
１７
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦

没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
第
八
回
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の�

ご
遺
族
で�

Ⅰ
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方�

Ⅱ
戦
没
者
等
の
子�

Ⅲ
戦
没
者
等
と
生
計
を
有
し

て
い
た
①
父
母 

②
孫 

③
祖

父
母 

④
兄
弟
姉
妹�

（
戦
没
者
等
と
生
計
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
１７

年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚

姻
に
よ
り
姓
が
変
わ
っ
て

い
る
方
又
は
遺
族
以
外
の

方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い

る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）�

Ⅳ
右
記
Ⅲ
以
外
の
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 
④
兄
弟

姉
妹�

Ⅴ
右
記
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
以
外
の
三

親
等
内
の
親
族�

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。）�
�  

戦
没
者
等
の
子
や
兄
弟
姉
妹

な
ど
、
同
じ
順
位
の
方
が
複

数
人
の
場
合
は
、
そ
の
う
ち

の
代
表
者
お
一
人

が
特
別
弔
慰
金
を

請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
そ
の
際
、

請
求
者
以
外
の
同

順
位
の
方
に
つ
い

て
は
、
請
求
同
意

書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

○
支
給
内
容�

額
面
４０
万
円
、

１０
年
償
還
の
記

名
国
債�

�○
請
求
期
間�

平
成
１７
年
４
月

１
日
か
ら
平
成

２０
年
３
月
３１
日

ま
で�

■
問
い
合
わ
せ
先�

　
く
わ
し
く
は
介
護
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。�

　（
　
９
６
４
ー
４
４
１
１
）�

�
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水
の
事
故
は
、
春
先
に
は
幼

　
水
の
事
故
は
、
春
先
に
は
幼

児
の
事
故
が
多
く
、
夏
休
み
中

児
の
事
故
が
多
く
、
夏
休
み
中

は
小
は
小･

中
学
生
の
事
故
が
ぐ
ん

中
学
生
の
事
故
が
ぐ
ん

と
増
え
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

と
増
え
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
プ
ー
ル
や
海
だ

り
ま
す
。
ま
た
プ
ー
ル
や
海
だ

け
で
は
な
く
、
水
の
事
故
は
、

け
で
は
な
く
、
水
の
事
故
は
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
も

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
も

多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。

多
く
潜
ん
で
い
ま
す
。�

　
救
急
隊
員
が
駆
け
つ
け
る
ま

　
救
急
隊
員
が
駆
け
つ
け
る
ま

で
の
間
、
そ
の
場
に
い
る
だ
れ

で
の
間
、
そ
の
場
に
い
る
だ
れ

か
が
応
急
手
当
の
方
法
や
予
防

か
が
応
急
手
当
の
方
法
や
予
防

法
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

法
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
尊
い
生
命
を
守
る
こ
と
に

は
、
尊
い
生
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

つ
な
が
り
ま
す
。�
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家
の
周
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】
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】�
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槽
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子
ど
も
た
ち
を
痛
ま
し
い
水

　
子
ど
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た
ち
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痛
ま
し
い
水

の
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
家
庭

の
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
家
庭

で
水
の
怖
さ
を
話
し
合
い
、
危

で
水
の
怖
さ
を
話
し
合
い
、
危

険
な
場
所
で
遊
ば
な
い
よ
う
子

険
な
場
所
で
遊
ば
な
い
よ
う
子

ど
も
た
ち
に
教
え
て
あ
げ
て
く

ど
も
た
ち
に
教
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。�
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水
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事
故
だ
け
で
な
く
急
病

　
水
の
事
故
だ
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で
な
く
急
病

等
に
よ
り
、
人
工
呼
吸
や
心
臓

等
に
よ
り
、
人
工
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
必
要
に
な
る
時

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
必
要
に
な
る
時

に
備
え
て
、
消
防
署
で
は
救
命

に
備
え
て
、
消
防
署
で
は
救
命

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
事
業
所
・
地
域
単
位
で
救
命

　
事
業
所
・
地
域
単
位
で
救
命

手
当
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
当
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
か
け
が

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
救
う
の
は
、
あ

え
の
な
い
命
を
救
う
の
は
、
あ

な
た
で
す
。

な
た
で
す
。�

�

一
般
救
命
講
習
（

一
般
救
命
講
習
（
1
時
間
）

時
間
）�

・
心
肺
蘇
生
法

心
肺
蘇
生
法�

普
通
救
命
講
習
（

普
通
救
命
講
習
（
3
時
間
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時
間
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・
心
肺
蘇
生
法

心
肺
蘇
生
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止
血
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止
血
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上
級
救
命
講
習
（

上
級
救
命
講
習
（
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時
間
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時
間
）�

・
心
肺
蘇
生
法

心
肺
蘇
生
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止
血
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止
血
法�
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外
傷
の
手
当

外
傷
の
手
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搬
送
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送
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に
、
か
け
が

え
の
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い
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う
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間
）�

・
心
肺
蘇
生
法�

普
通
救
命
講
習
（
3
時
間
）�

・
心
肺
蘇
生
法�

・
止
血
法�

上
級
救
命
講
習
（
8
時
間
）�

・
心
肺
蘇
生
法�

・
止
血
法�

・
外
傷
の
手
当�

・
搬
送
法�

������

●
申
し
込
み
先�

　
東
温
市
消
防
署�

　（
　
９
６
４
―
５
２
１
０
）�

(1)顎を上に上げるようにして気道（空気の通り道）を確保します。�

(2)呼吸の確認をします。�

(3)呼吸がなければ人工呼吸をします。�

(4)体に自発的な動きがなければ、心臓マッサージを行います。�

15：2

水
の
事
故
事
故
の
応
急
手
当

応
急
手
当�
水
の
事
故
の
応
急
手
当�

　
6
月
は
衣
替
え
の
季
節
。
い
よ
い
よ
、
水
に
親
し
む
シ
ー

ズ
ン
と
な
り
、
プ
ー
ル
や
海
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の
水
遊
び

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
す
。
友
達
や
家
族
連
れ
で
海
や
山
に

出
か
け
る
機
会
も
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。�

　
で
も
、
お
出
か
け
前
に
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
も
し
万
が
一
、
友
達
や
家
族
が
出
先
で
事
故
に
遭
っ
た
り

急
病
に
な
っ
た
ら
…
」
と
。�
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　ほんのちょっとの段差につまづいたり、廊下や
階段ですべって転びそうになる。そんな経験あり
ませんか？�

　年齢を重ねると、どうしても体力も筋力も低下し、
バランス感覚も悪くなってきます。特に足腰の筋
力やバランス能力は低下しやすく、転倒の原因に
なっています。�
　丈夫でいきいきとした生活をしていくためには
適度な運動を定期的に行い、必要な筋力、体力を
維持していくことが大切です。�
　今年度も東温市では、中高年の方々を対象に運
動教室を開催します。教室では、簡単で楽しくで
きるバランスアップ、筋力アップのための運動を
行います。�
　運動不足と思っている方、日頃から足腰が弱く
なったと感じる方、転んだことがある、よく転び
そうになるなどの経験をお持ちの方。転ばない体
を皆さんと一緒に作っていきませんか？�

筋力アップ運動を3ヵ月行った結果� バランスディスク運動を3ヵ月行った結果�

の教室説明会を行います。少しでも興味のある方はぜひご参加ください。�

対 象 者：東温市在住の方で、日頃運動不足を感じている40歳以上の方�
内　　容：教室では筋力またはバランス能力を高める運動を行います。教室前後に体力測定を行い、運動�
　　　　　の効果を自分で確認し、教室終了後も継続して運動を行う意欲を高めます。�
料　　金：コースで1,000円です。�
準 備 物：体育館シューズとスポーツ保険料500円程度を参加初日にご持参ください。�
申し込み：7月1日（金）までに健康推進課までお申し込みください。�

※くわしい日程は、教室説明会のときにお伝えします。�

昨年度参加された方は、次のとおり足の筋力やバランス能力がそれぞれ維持又は改善されました！�

日　　　　時�
7月8日（金）　13：30～15:00�

教室開始前�
おおよそ毎週月曜日�

（9月～11月の計11回）�
13:00～15:00�
教室終了後�

�

内　　　　容�
　教室説明会�
運動前体力測定�

運動実技�
（エアロビ・ストレッチ）�

運動後体力測定�

場　　　　所�
　中央公民館2階1･2研修室�
東温市農村環境改善センター�

�
愛媛大学医学部体育館�

東温市農村環境改善センター�

水
の
事
故
の
応
急
手
当�

あの日に戻ろう！からだとこころ  ～からだとこころのリフレッシュ～�
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北吉井地区、拝志地区で実施するサマースクールの指導員を募集します。�
※サマースクールとは夏休み期間中の学童保育で、運営は保護者が自主的に行っています。�

�

　
現
在
、
東
温
市
立
図
書
館
の

開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
３０
分
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
６
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
、
閉
館
時
刻
を

午
後
７
時
と
し
、
開
館
時
間
を

１
時
間
３０
分
延
長
し
ま
す
。�

　
新
し
い
開
館
時
間
は
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。
図
書
の
閲
覧
や
調
べ

も
の
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
皆

様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
東
温
市
立
図
書
館

内
に
あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
の

開
館
時
間
は
、
従
来
の
と
お
り

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
３０
分

の
ま
ま
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
川
内
分

館
に
つ
い
て
も
開
館
時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
従
来
の
と
お
り
変
更
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

��　
現
在
、
図
書
館
の
新
聞
は
、

愛
媛
新
聞
・
朝
日
新
聞
・
読
売

新
聞
・
毎
日
新
聞
・
日
本
経
済

新
聞
・
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

平
成
１４
年
分
か
ら
現
在
ま
で
の

３
年
間
保
存
〈
愛
媛
新
聞
の
み

昭
和
５６
年
以
降
現
在
ま
で
〉
し

て
い
ま
す
。�

　
平
成
１７
年
５
月
１
日
か
ら
朝

日
新
聞
・
愛
媛
新
聞
の
記
事
が

そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
社
の
記
事
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
図
書
館
で
保
存
し
て
い
な
い

日
付
の
新
聞
記
事
や
保
存
中
の

新
聞
で
も
い
つ
の
新
聞
に
掲
載

し
て
あ
っ
た
か
不
明
な
場
合
の

新
聞
記
事
に
つ
い
て
単
語
や
日

付
か
ら
簡
単
に
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

■市立図書館の開館時間の延長期間�
　６月１日～９月３０日�
■市立図書館の開館時間�
　午前９時～午後７時�
■市立歴史民俗資料館の開館時間�
　午前９時～午後５時３０分�
■市立図書館川内分館の開館時間�
　午前９時～午後５時�

■図書館本館のカウンターに利用したい旨を申し出てください。
（※川内分館ではできません）�
■調べたい内容を職員に伝えてください。（※朝日新聞・愛媛新
聞のみ）�

■職員が新聞データベースから記事を検索し、情報を閲覧してい
ただきます。（※見るのは無料です）�

■調べた内容を印刷する場合は、印刷した枚数１枚につき１０円の
コピー料が必要です。�

　
見
知
ら
ぬ
異
国
で
の
冒
険
…
偉
大
な
先
人
た
ち

の
業
績
…
。
本
を
読
む
こ
と
で
、
見
た
こ
と
も
な

い
世
界
に
思
い
を
よ
せ
た
り
、
新
た
な
知
識
を
身

に
つ
け
た
り
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
味
わ

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

　
図
書
館
は
、
気
軽
に
本
に
親
し
め
る
ほ
か
、
調

べ
物
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
皆
さ
ん
の
生
涯
学

習
を
応
援
す
る
施
設
。
あ
な
た
も
お
気
に
入
り
の

1
冊
を
、
図
書
館
に
探
し
に
い
き
ま
せ
ん
か
？�

�

子ども療育センター（仮称）の�
　　整備に伴う道路付け替え工事について�
子ども療育センター（仮称）の�
　　整備に伴う道路付け替え工事について�

子ども療育センター（仮称）完成予想図�
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　県では、田窪の県立第
一養護学校隣接地に、障
害のある子どもたちの治
療・訓練を行う「子ども
療育センター（仮称）」を
建設することとなり、こ
れに先立って道路の付け
替え工事を行うこととし
ております。�
　工事にあたりましては、
何かとご迷惑をおかけい
たしますが、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。�
　なお、同センターは、小児科、整形外科などを有する医療機関でもあり、平成19年4月の開設を予定
しておりますが、概要につきましては改めてお知らせしたいと考えております。�

●工事期間（予定）�
・道路付け替え工事　　�
　平成17年6月～平成17年8月�
・建物本体工事　　�
　平成17年10月～平成19年2月�
�
●問い合わせ先�
　愛媛県障害福祉課�
　療育センター係�
　　 912－2437

北吉井地区、拝志地区で実施するサマースクールの指導員を募集します。�
※サマースクールとは夏休み期間中の学童保育で、運営は保護者が自主的に行っています。�

北吉井地区、拝志地区で実施するサマースクールの指導員を募集します。�
※サマースクールとは夏休み期間中の学童保育で、運営は保護者が自主的に行っています。�

N

県立第一養護学校�

重信清愛園�市道�

付け替え道路（幅5m）�子ども療育センター�
建設予定地�

室内における学習・読書・遊戯等、または近隣においてスポーツ・野外活動な
どを行います。�

・子どもが好きで、明るく元気な方　　　　　　　・教育関係の勤務経験のある方�
・教育学部又は保育科に在学されている学生さん　・育児の経験のある方�

7月21日～8月29日（※日曜・お盆を除く）�
8時30分～17時頃まで�
（変更することがあります）�

東温市横河原　いわがらこども館　内�

時給800円程度�

東温市役所　社会福祉課　児童福祉係　TEL 964－4406まで�

区　　分�

活動期間�

場　　所�

指導内容�

募集対象�

問い合わせ先�

賃　　金�

北　吉　井�

7月21日～8月30日�
（※土、日曜・お盆を除く）�
8時30分～16時30分まで�
（変更することがあります）�

東温市下林　下林集会所　内�

拝　　　志�

現道路（付け替え後に廃止）�

子ども療育センター（仮称）の�
　　整備に伴う道路付け替え工事について�
子ども療育センター（仮称）の�
　　整備に伴う道路付け替え工事について�
子ども療育センター（仮称）の�
　　整備に伴う道路付け替え工事について�

子ども療育セ療育センター（仮称）（仮称）完成予想図完成予想図�子ども療育センター（仮称）完成予想図�

道路付け替えの概要図�



国道11号線� 県道松山・川内線�

ふるさと交流館�
「さくらの湯」�

東温市役所�
川内支所�

川内I .C

県道伊予・川内線�

川内浄化センター�
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ「
川
内
さ
く
ら
ク
ラ
ブ（
仮
称
）」

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
住

民
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
度
は
、
各
種
教
室
の
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
住
民

に
よ
る
住
民
の
た
め
の
ク
ラ
ブ

で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
！�

�
�

日
　
時
　
６
月
２６
日
（日）
　�

　
　
　
　
９
時
〜
１１
時�

場
　
所
　
川
上
小
学
校
体
育
館�

参
加
資
格
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。�

参
加
料
　
大
　
人
　
１００
円�

　
　
　
　
子
ど
も
　
５０
円�

準
備
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ（
タ

オ
ル
等
も
ご
持
参
く

だ
さ
い
。）�

内
　
容
　
正
し
い
歩
き
方
か
ら

デ
ュ
ー
ク
更
家
風
な

歩
き
方
ま
で
体
験
で

き
ま
す
。�

�

日
　
時
　
６
月
５
日
（日）�

　
　
　
　
９
時
〜
１１
時�

場
　
所
　
川
上
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド�

参
加
資
格
　
小
学
生�

参
加
料
　
一
人
　
５０
円�

準
備
物
　
グ
ロ
ー
ブ
（
持
っ
て

い
る
人
）�

内
　
容
　
柔
ら
か
い
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
打
っ
た
り
、

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し

ま
す
。�

 
申
込
方
法�

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時

３０
分
〜
１７
時
の
間
に
、直
接
ま

た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
時
間
外
や
休
日
・

祭
日
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
当
日
参
加
も
出
来
ま
す
。）�

東
温
市
南
方
２
６
４�

川
内
公
民
館
内�

「
川
内
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
」事
務
局�

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

９
６
６
―
４
７
２
１�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
６
６
―
４
８
６
７�

�

　６月末頃から、牛渕・田窪・田窪団地・北方・南方・吉久の各一部で上下水道管の埋設工事がはじまります。工
事がはじまると騒音や振動、また一時的な通行制限・断水・夜間工事など、皆様にご迷惑をおかけする�
ことになりますが、細心の注意をはらって行いますので、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。�
※地下埋設物の設置状況、その他の理由により、やむを得ず工事場所を変更することがあります。�
●問い合わせ先　市役所　水道課工務係（TEL ９６４-４４１６）下水道課建設係（TEL ９６４-４４１７）まで�

川内地区�

供用開始凡例�

既供用開始区域�

１７年６月２８日供用�

上下水道工事凡例�
上下水道工事 区域�
下水道工事 区域�
上水道工事 区域�



牛渕団地前駅�

重信工業団地�

田窪駅�

牛渕駅�

南吉井小学校� トレーニングセンター�

県営牛渕団地� 国道11号線�
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　住民税が非課税世帯の方は、入院時の一部負担金と食事標準負担額が減額になります。該当する方は、
「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申請をしてください。�
～入院時の医療費、食事代について～�

医療費の1割（一定以上所得者は2割）を負担しますが、
1か月の一部負担金は、次の限度額までとなります。�

1日780円の標準負担額を支払い、残りは老人保健が負担しま
す。住民税非課税世帯の方の標準負担額は次の額になります。�

低所得Ⅰ：世帯主及び世帯全員が住民税非課税の人�
低所得Ⅱ：世帯主及び世帯全員が住民税非課税かつ、各種所得等から必要経費・控除を差し引いた所得が�
　　　　　０円となる世帯に属する人��
※上記低所得Ⅱ・Ⅰ区分の要件に該当する方は、保険年金課へ申請し「認定証」の交付を受け、それを病院
の窓口に提示すれば、医療費は各区分の限度額までの負担になり、食事代は各区分の金額に減額されます。�

～申請時必要なもの～�
①老人保健医療受給者証  ②加入している健康保険証  ③印鑑  ④病院の領収書（申請しようとする日から
過去１年間、入院期間が通算で９０日を超える場合のみ）�
�

下水道の供用開始と上下水道工事のお知らせ�

一定以上所得者�

一 般 �

72,300円＋{（医療費－361,500円）×1％ }�

40,200円�

24,600円�

15,000円�

Ⅱ�

Ⅰ�
低所得�

入
院
し
た
と
き�

低所得Ⅱ�

90日までの入院�

90日を超える入院�
（過去12ヶ月の入院日数）�

650円�

�
500円�

300円�低所得Ⅰ�

入
院
中
の
食
事
代�

　東温市で整備を進めている公共下水道が、６月２８日から次の区域で使えるようになります。該当される区域の
方は、供用開始の説明会などでお知らせしておりますとおり、1年以内に下水道への接続をお願いします。なお、
接続工事は、東温市の下水道排水設備工事指定工事店でなければできませんのでご注意ください。�

重信地区�

入院時の医療費、食事代についてお知らせします�入院時の医療費、食事代についてお知らせします�
老　人　保　健　医　療　受　給　者　の　皆　さ　ん　へ�

供用開始凡例�

既供用開始区域�

１７年６月２８日供用�

上下水道工事凡例�
上下水道工事 区域�
下水道工事 区域�
上水道工事 区域�



　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
始
ま
っ
た
式
典

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
東
温
市
の
未
来

へ
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
紹
介
し
た
ス
ラ

イ
ド
「
東
温
市
の
誕
生
・
未
来
へ
向
け

て
」
が
上
映
さ
れ
た
あ
と
、
佐
伯
助
役

の
開
式
の
辞
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。�

　
つ
づ
い
て
、
　
須
賀
市
長
が
「
新
市

の
人
口
は
約
３
万
５
千
人
と
、
県
下
で

一
番
小
さ
な
市
と
な
り
ま
す
が
、
小
さ

い
な
が
ら
も
キ
ラ
リ
と
光
る
東
温
市
と

し
て
、
地
域
に
生
活
す
る
一
人
ひ
と
り

が
、
ふ
る
さ
と
の
誇
り
と
愛
着
を
持
っ

て
団
結
し
、
先
人
の
努
力
に
報
い
な
が

広報とうおん  6.1.2005

　
4
月
23
日
（土）
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
東
温
市
の

誕
生
を
記
念
し
た
東
温
市
合
併
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

国
・
県
・
県
下
市
町
等
の
来
賓
を
は
じ
め
旧
二
町
の
首

長
や
議
会
議
長
、
元
合
併
協
議
会
委
員
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各
種
機
関
、

団
体
な
ど
4
8
0
名
余
り
の
関
係
者
が
出
席
し
て
、
東

温
市
の
誕
生
を
祝
い
、
新
市
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
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念
し
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け
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の
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